
令和元年度学校評価最終報告書 

                                               廿日市市立七尾中学校 

評価計画 自己評価 
学校関係者評価 

コメント 
改善方策 中期経営目標 

（めざす児童生徒像） 

短期経営目標 
（めざす児童生徒像） 

目標達成のための方策 評価項目・指標 目標値 
中間 
8月 

最終 
2月 

達成度 評価 結果と課題の分析 

グローバル社会

に求められる，基

礎的な知識・技能

の習得と主体的

に学び課題を解

決する力及び思

考力・判断力・表

現力を育成する。 

◎主体的に学び，

課題を解決する力

が身についてい

る。 

【市共通項目】 

・課題発見・解決

学習を各教科各学

年１回以上実施す

る。 

・「書き切らせ

る」指導を行な

う。 

全国学力・学習状況調査

ので 60%以上正答した生

徒の割合を 66%以上にす

る。【市共通項目66% H32】 

66％ 59.1% 59.1% 89.5% Ｂ 

教科によって達
成度が異なる。
基礎的な内容の

習得と，知識を
活用した表現活
動を，バランス

よく行う必要が
ある。 

 発表を積極的に行う
生徒が少ない。１問１答
式の発表は，多数挙手が

あるが，考えを発表する
時には挙手が少ない。 
 授業に全くついてい

けない生徒もいると思
うが，夜遅くまでＳＮＳ
や動画視聴をしている

のではないかと心配だ。
保護者と連携して，生活
リズムを整える方法を

考えていかねば，学力向
上も難しいだろう。 

授業改善に取り組む
時に，「考えを説明した
り書いたりする」力の
育成に重点をおいて，
具体的な取り組みを行
っていく。 
 学習のつまずきによ
る中１ギャップを解消
するためにも，小中の
連携を一層強めたい。
家庭学習の習慣化や授
業にむかう姿勢づくり
などについて，共通取
り組み事項を決めて取
り組む。 

主体的な学びに関する生

徒質問紙の肯定的回答の

割合を70%以上にする。 
70％  79.1% 79.1% 113.0% Ａ 

◎自分で思考し，

判断し，表現でき

ている。「感・考 

・行」 

【小中共通】 

・探究・分析，説

明，プレゼンテー

ション，表現する

等の学習活動を意

図的に普段の授業

に取り入れる。 

「理由をつけて考えを説

明（表現）することができ

ている」と回答した生徒

の割合を80%以上にする。 

【小中共通】 

80％ 63.7% 65.5％ 81.8% Ｂ 

授業の中で課題

を解決していく
過程を大切に
し，理由をつけ

て説明しあう場
を設ける。 

お互いに認め合

える集団づくり

を進め自己有用

感を高めること

によって，問題行

動の未然防止を

図るとともに学

ぶ意欲を高める。 

◎生徒の自己有用

感が高まり，お互

いのよさを認めあ

っている。 

【市共通項目】 

・「ほめほめの

木」の活動をベー

スにし，授業や生

徒会活動でお互い

のよさを伝え合う

機会を設定する。 

自分のよさは，まわりの

人から認められると回答

した生徒の割合を 70%以

上にする。【市共通項目

70% H32】 

70％ 67.0% 68.0％ 97.1% Ｂ 

行事などでは，
自己有用感が
高まる生徒も，

学習面では不
安を抱える場
面もある。 

授業によっては良い

所も見られるが,もっ
と，自己表現できる生
徒を育てていってほし

い。 
中学校に入り不登校

になる生徒もいる。小

中連携を進め中学校に
入ってスムースに学校
生活を送れるようにし

てほしい。 

生徒指導の三機能に
基づく授業を追求し,
主体的に授業に参加で
きる環境整備を行う。 
小中連携,教職員の

連携，保護者との連携
を深める中で，様々な
課題について未然防止
ができるように取り組
む。 

不登校生徒の割合を

3.58%以下にする。        

【市共通項目2.50% H32】 

4.26％ 

(17名) 

(4.66%H30） 

1.75% 

(7名) 
3.5％ 84.0% Ｂ 

新たな不登校
生徒も増加し
ているが，取組

の中で登校す
る生徒も。継続
して取り組む。 

教職員の子ども

と向き合う時間

を確保し，教職員

が健康でやりが

いをもって勤務

できる環境をつ

くる。 

働き方改革を推進

し，長時間勤務を

縮減する。 

【市共通項目】 

・予防及び早期対

応による生徒指導

に関する時間の縮

減 

・会議時間及び行

事等の工夫，見直

し 

・管理職による面

談 

子どもと向き合う時間が

確保されていると感じる

教職員の割合を 70%以上

にする。【市共通項目 80% 

H33】 

70％ 25.0% 42.1% 60.1% Ｃ 

学年でまとま
り生徒指導を

行っているが，
直前で取組む
ことが多く多

忙感がある。計
画的に取組む
必要がある。 

先生方がお忙し
いのは十分に分か
っています。社会も
働き方改革が主流
になっていきます。 
 先生方も働き方
を振り返り，やりが
いをもって働き，健
康には気をつけて
生徒のためにこれ
からもがんばって
いただきたい。 

教育計画を早めに周
知して，学年，クラスで
計画的に取組み，組織
的な対応ができるよ
う，進捗管理を適切に
行っていく。 
 教職員が達成感，や
りがいを持てるため
に，計画的にスモール
ステップで，各自が具
体的な目標を立てて取
組む。 

時間外勤務時間が，月平

均 ８０時間を越える教

職員の割合を 20%以下に

する。【市共通項目 0% 

H33】 

20％ 

(35.7%H30） 
21.5% 13.0% 153.8% Ａ 

特定の教職員
の在校時間が
長く，指導後も

変わらない。業
務の整理，分
担，引継ぎが必

要である。 

評価規準：目標値に対する達成度 Ａ：100％以上  Ｂ：80％以上  Ｃ：60％以上  Ｄ：60％未満   （※「◎」本年度の重点項目） 


